
　ゴールデンウィークも終わり、これか
らは夏の旅行シーズンになります。海外
旅行もいいのですが、ちょっと円安が進
み過ぎて、今年は国内旅行にでも行こう
かと考えていらっしゃる方も多いのでは。
筆者も５月・６月・７月と地方都市への
出張が多くなっています。こうした旅行
シーズンに、別の目線を持って楽しんで
みてはいかがでしょうか。それは、「退職
後に住むとしたら、この街はどうだろう
か」と考えてみる視点です。
　退職後の生活は、「生活費＝勤労収入＋
年金収入＋資産収入」の等式で考えると
いう点は、これまでもこの連載で書いて
きましたが、生活費を抑えることが、最
終的には資産の寿命を伸ばすことにつな
がります。
　フィンウェル研究所が2024年２月に実
施した「60代6000人の声」アンケートで
「資産寿命を伸ばす対策として考えてい
ることは何か」を聞いた設問で、最も多
くの方が選択したのが「生活費の節約」
でした。ただ、生活費の中で最も負担が
大きいものは「食費」とも回答していま
すから、「生活費の節約＝食費の削減」に
なりかねません。それでは、本末転倒で

す。退職後の生活を満足できるものにす
るために資産を作り上げてきたのに、そ
の資産を使わないようにするために生活
を切り詰めるのは寂し過ぎます。やはり
生活水準を下げずに、生活費を下げる努
力が求められるのではないでしょうか。

　そこで効果的な対策の一つが、地方都
市への移住だと考えています。人口30万
人以上の都道府県庁所在都市であれば、
生活水準をそれほど大きく下げることは
ありません。しかもこうした都市では、東
京都に比べて消費者物価指数が３～５％
程度低くなりますし、家賃指数は半分以
下になります。同じ生活水準を維持して
も、コストはかなり下がることになるの
ではないでしょうか。もちろん、多くの
60歳代の方は、賃貸ではなく持ち家が多
いため、「家賃指数で比較しても意味がな
い」と指摘されるかもしれません。ただ、
賃貸指数が半分以下ということは、住宅
価格も推して知るべしでしょう。今住ん
でいる住宅を売却して、その売却額で地
方都市に新たにマンションを購入すると、
そこに差額が生まれ、その差額を退職後
の生活資金の上乗せにできる可能性が高
いと考えます。
　ちなみに、「60代6000人の声」アンケー
トでは東京、大阪、名古屋に住む60歳代
2144人のうち、18.8％が「地方都市への
移住を検討している」、または「検討した
ことがある」と回答しています。5.3人に
１人が考えているわけですから、意外に

１ 約５人に1人が地方都市移住を検討
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多いと思いませんか。また、実際に移住
した431人の４分の３が「移住してよかっ
た」と評価し、その理由として最も多く
挙げているのが「生活費の削減が可能に
なった」点でした。

　経済的な効果の重要度は人によって違
うでしょうが、本当に移住を考えるので
あれば、一度下見をすることは欠かせま
せん。60歳代の目線でどの都市が住みや
すいかをアンケート調査から確認してみ
ましょう。
　「60代6000人の声」調査では、二つの視
点で分析をしてみました。一つは、その
都市に住んでいる人の「生活全般の満足

度」です。これは、「満足できない＝１
点」から「満足できる＝５点」までの５
段階評価で聞いています。もう一つは、
「あなたは、退職後に生活する都市として
今住んでいる都市を他人に推奨します
か」という推奨度です。こちらは０点か
ら10点までの11段階評価としました。
　まず生活全般の満足度です。全都市の
平均点は3.24点で、高い順に並べてみる
と、前橋市3.42点、富山市3.41点、高松
市3.38点、松山市3.37点、高知市3.35点
となりました。上位５都市のうち、なん
と四国の３都市がランクインしています
から、四国は今年の旅行先の候補の一つ
かもしれません。
　次は都市の推奨度です。全都市の平均
点は5.97点で、こちらも高い順に並べて

２ 移住の下見、どこに行ってみようか

〔図表〕都市別　生活全般の満足度と退職後の生活推奨度� （単位：点）

（注）�退職後の生活推奨度は、現在住んでいる都市が退職後の生活場所として他の人に薦めるかを０（住むべきではない）から10
（ぜひ住むべきだ）までの11段階で評価してもらった平均値。生活全般の満足は１（満足できない）から５（満足できる）の
５段階評価で聞いた平均値。

（出所）「60代6000人の声」、合同会社フィンウェル研究所、2024年
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みると、福岡市6.91点、富山市6.63点、松
山市6.55点、静岡市6.43点、仙台市6.39
点です。こちらは、人口が100万人以上の
福岡市と仙台市が入っているのが特徴で
す。じつは、都市の推奨度の回答に合わ
せて、その都市を推奨する理由と課題も
聞いています。特徴は、人口100万人以上
の都市では「交通の便がよいこと」「医療
体制が充実していること」といった、い
わゆる都市機能に評価軸を置いている点
です。一方、人口30万～100万人の都市で
は、「食べ物がおいしいこと」「気候がよ
いこと」「海・山などの環境がよいこと」
といった楽しさが評価軸になっていまし
た。これは、自身の退職後の生活で何を
重視するかによって、都市をスクリーニ
ングするときに役立つかもしれません。
　以上、二つの軸を紹介しましたが、こ
れをグラフにしたものが〔図表〕です。ば

らつきはありますが、全体として右肩上
がりですから、生活全般の満足度と、そ
の都市を退職後の生活場所として推奨す
る度合いには相関がありそうです。生活
全般の満足度が高ければ、そうした人が
その都市を他人に推奨することも多くな
るでしょうから、この傾向は当然といえ
ば当然なのですが、推奨度が高いからと
いってそこに住んでいる人の生活全般の
満足度が高いかどうかは一概に言えない
感じがします。生活全般の満足度は、住
むところ以外の要素、例えば資産水準や
健康状態、人間関係などにも影響を受け
ますから、これも当然かもしれません。
　気になっていた都市がこの〔図表〕でど
のあたりかを探していただくとおもしろ
いかもしれません。そして、ぜひとも、よ
いシーズンを見つけて旅行かたがた下見
に行ってみることをおススメします。
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